
功績・栄光をたたえます

第
21
回
高
梁
市
文
学
選
奨

　
第
21
回
高
梁
市
文
学
選
奨
に
は
、「
一

般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
」
６
部
門
45

作
品
（
31
人
）、「
小
・
中
学
生
の
部
」

４
部
門
87
作
品
（
87
人
）、
計
１
３
２

作
品
（
１
１
８
人
）
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
入
選
８
作
品
と
佳
作
14

作
品
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
、
今
年
度
発
刊
す
る
『
高
梁

の
文
学
』
に
掲
載
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
係
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１
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１
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【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

入
選
作
品

「
詩
」
部
門　
「
大
変
で
す
ね
、生
き
る
っ
て
」

「
俳
句
」
部
門　
「
夏
神
楽
」

「
詩
」
部
門　

�

「
わ
た
し
の
家
族　
わ
た
し
の
未
来
」

【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

「
小
説
・
随
筆
」
部
門　
「
神
隠
し
の
神
様
」

　
　
　
屋や

し
き敷 

ゆ
づ
る
さ
ん
（
落
合
町
）

「
詩
」
部
門　
「
私
の
母
」

　
　
　
西に

し
む
ら村 

毅つ
よ
しさ

ん
（
中
井
町
）

「
短
歌
」
部
門　
「
想
い
」

　
　
　
西に

し
む
ら村 

毅つ
よ
しさ

ん
（
中
井
町
）

「
俳
句
」
部
門　
「
夏
が
来
る
」

　
　
　
真ま

の野 

み
ど
り
さ
ん
（
玉
川
町
）

「
川
柳
」
部
門　
「
夢
や
ゆ
め
や
」

　
　
　
真ま

の野 

み
ど
り
さ
ん
（
玉
川
町
）

「
童
謡
作
詞
」
部
門

　
　　
「
飛
ん
で
る
飛
ん
で
る
ツ
バ
メ
さ
ん
」

　
　
　
德と

く
だ田 

眞ま
び
と人

さ
ん
（
津
川
町
）

【
小・
中
学
生
の
部
】

「
詩
」
部
門　
「
ふ
と
記
憶
が
揺
れ
る
」

　
　
　
大お

お
つ
か塚 

心こ
こ
み海

さ
ん
（
高
梁
中
学
校
１
年
）

「
短
歌
」
部
門　

１
席　
「
夏
に
し
か
味
わ
え
な
い
楽
し
さ
」

　
　
　
沼ぬ

ま
た田 

愛め

い生
さ
ん
（
川
上
中
学
校
２
年
）

２
席　
「
夏
祭
り
」

　
　
　
川か

わ
か
み上 

結ゆ
う
せ
い生

さ
ん
（
川
上
中
学
校
２
年
）

「
俳
句
」
部
門　

１
席　
「
私
の
夏
の
思
い
出
」

　
　
　
坂さ

か
も
と本 

風ふ
う
か香

さ
ん
（
有
漢
学
園
３
年
）

２
席　
「
夏
休
み
」

　
　
　
三み

は
ら原 

愛あ

ず珠
さ
ん
（
川
上
中
学
校
３
年
）

３
席　
「
大
空
」

　
　
　
井い

の
く
ち口 

和か
ず
あ
き秋

さ
ん
（
高
梁
小
学
校
４
年
）

４
席　
「
学
校
」

　
　
　
小こ

み
や
ま
見
山 

歩あ
ゆ
むさ

ん
（
高
梁
北
中
学
校
３
年
）

「
川
柳
」
部
門　
「
夏
休
み
二
〇
二
五
」

　
　
　
佐さ

と
う藤 

薫か
お
るさ

ん
（
高
梁
小
学
校
６
年
）

「
短
歌
」
部
門　
「
サ
ッ
カ
ー
」

「
俳
句
」
部
門　
「
野
球
」

「
川
柳
」
部
門　
「
弟
」

「
短
歌
」
部
門　
「
万
年
青
の
鉢
」

「
川
柳
」
部
門　
「
通
勤
道
」

冨
と み や

谷 和
か ず ま

馬さん
（川上町）

大
おおうち

内 節
せ つ こ

子さん
（巨瀬町）

渡
わたなべ

邉 文
あ や の

乃さん
（高梁小学校５年）

村
むらおか

岡 晶
しょう

さん
（高梁北中学校２年）

大
おおつき

月 望
み お

愛さん
（有漢学園６年）

武
た け だ

田 真
ま い

衣さん
（落合小学校６年）

深
ふ か だ

田 幸
ゆ き こ

子さん
（下谷町）

井
いのうえ

上 明
あきひこ

彦さん
（備中町）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

佳
作
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